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て
右
像
が
千
手
観
音
、
左
像
が
弥
勒
菩

薩
の
本
地
（
も
と
の
仏
の
姿
。「
権
現
」

は
仮
の
姿
）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
・

現
在
・
来
世
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
像
の
中
尊
像
内
の

銘
文
に
は
天
正
18
年
（
１
５
９
１
）
に

南
都
大
仏
師
宗
貞
、
宗
印
等
が
造
立
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
宗
貞
、
宗

印
は
、
中
世
末
期
に
活
躍
し
た
番
匠
（
大

工
）
出
身
の
下
御
門
仏
師
に
属
し
た
奈

良
の
仏
師
で
、
天
正
14
年
（
１
５
８
６
）

に
は
、
豊
臣
秀
吉
が
進
め
た
京
都
・
方

広
寺
の
大
仏
造
営
に
参
画
し
て
い
る
。

東
大
寺
大
仏
よ
り
大
き
な
高
さ
６
丈
３

尺
（
約
19
ｍ
）
の
方
広
寺
大
仏
は
、
文

禄
4
年
（
１
５
９
５
）
に
完
成
し
た
の

も
つ
か
の
間
、
翌
年
の
慶
長
伏
見
地
震

に
よ
り
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
が
、
彼
ら

が
建
築
に
も
通
じ
て
、
巨
像
の
制
作
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
、
も
ち
ろ
ん
金
峯
山
寺
金
剛
蔵
王
権

現
の
造
立
も
こ
の
技
術
が
あ
っ
て
こ
そ

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
吉
野
山
を
北
端
と
し
て
、
熊
野

三
山
へ
続
く
修
行
道
は
「
大
峯
奥
駈
道
」

と
呼
ば
れ
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
の
一
部
と
し
て
２
０
０
４
年
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
吉
野
山
よ
り

南
方
20
数
キ
ロ
の
山
上
ヶ
岳
（
標
高
１

７
１
９
m
）
に
至
る
山
系
は
、
古
来
「
金

峯
山
」
と
し
て
日
本
屈
指
の
山
岳
霊
場

と
し
て
知
ら
れ
る
。
７
世
紀
後
半
に
役

小
角
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
る
金

峯
山
は
、
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
寛
平

６
年
（
８
９
４
）
に
京
都
・
醍
醐
寺
開

山
と
し
て
も
知
ら
れ
る
聖
宝
（
理
源
大

師
）
が
再
興
し
、
参
詣
路
の
整
備
を
は

じ
め
、
堂
を
建
立
し
て
如
意
輪
観
音
、

多
聞
天
、
金
剛
蔵
王
菩
薩
が
安
置
さ
れ

た
（『
聖
宝
僧
正
伝
』）。
こ
れ
を
契
機
に
、

再
び
霊
場
と
し
て
篤
い
信
仰
が
寄
せ
ら

れ
、
皇
族
・
貴
族
た
ち
の
参
詣
も
相
次
ぎ
、

宇
多
法
皇
、
藤
原
道
長
、
藤
原
師
通
、

白
河
上
皇
ら
も
挙
っ
て
参
詣
し
て
い
る
。

　
大
峰
山
系
は
、
海
抜
に
す
れ
ば
２
０

０
０
ｍ
に
は
満
た
な
い
の
で
あ
る
が
、

年
間
降
雨
量
は
日
本
有
数
で
決
し
て
安

　
４
月
の
初
旬
、
吉
野
山
は
日
本
屈
指

の
桜
花
で
一
気
に
爛
漫
な
春
景
へ
と
導

か
れ
る
。
こ
こ
数
年
は
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
が
、
十
数
年
来
、
新
入
学
の
学
生

た
ち
を
引
率
し
て
の
１
泊
２
日
吉
野
合

宿
が
常
で
あ
っ
た
。
毎
年
の
吉
野
の
景

観
は
、
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、
開
花
に

至
る
桜
の
よ
う
す
も
、
あ
る
時
は
蕾
を

固
く
閉
ざ
し
雪
の
舞
う
日
も
あ
れ
ば
、

あ
る
時
は
全
山
満
開
の
景
に
一
同
歓
声

を
上
げ
る
年
も
あ
っ
た
。

　
俗
に
「
一
目
千
本
」
と
呼
ば
れ
る
吉

野
山
の
桜
は
、
下
千
本
・
中
千
本
・
上

千
本
・
奥
千
本
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

山
下
か
ら
山
上
へ
と
緩
や
か
に
開
花
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
桜
の
ほ
と

ん
ど
が
白
山
桜
（
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）
で
、

そ
の
数
は
約
３
万
本
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

豊
臣
秀
吉
が
花
見
を
催
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
、
ま
た
西
行
、
紀
貫
之
そ
し
て

芭
蕉
ら
多
く
の
歌
人
・
俳
人
の
作
品
も

残
さ
れ
て
い
る
。

　
吉
野
山
に
桜
が
植
樹
さ
れ
た
の
に
は

諸
説
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
平
安
時

代
に
こ
の
地
で
修
験
道
が
盛
ん
と
な
り
、

そ
こ
で
奉
じ
ら
れ
る
蔵
王
権
現
の
御
神

木
が
桜
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
修

験
道
の
開
祖
役
小
角
（
役
行
者
）
が
金

峯
山
で
厳
し
い
修
行
を
し
た
す
え
に
、

金
剛
蔵
王
権
現
を
祈
り
出
し
、
そ
の
尊

い
姿
を
み
ず
か
ら
桜
の
木
に
彫
り
出
し

た
と
い
う
故
事
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
の
伝
承
を
う
け
て
、
こ
の
山
で
修

行
す
る
修
験
者
（
山
伏
）
は
、
や
が
て

神
木
で
あ
る
桜
材
に
蔵
王
権
現
を
刻
み

奉
っ
て
祈
る
こ
と
を
常
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
桜
の
苗
を
寄
進
・
植

樹
す
る
こ
と
こ
そ
が
権
現
へ
の
最
高
の

供
養
で
あ
り
、
桜
の
一
枝
を
折
る
こ
と

は
、
指
一
本
落
と
す
こ
と
と
同
義
と
心

得
、
た
と
え
枯
れ
木
と
い
え
ど
も
桜
樹

で
あ
れ
ば
薪
に
す
る
こ
と
さ
え
慎
し
ん

だ
と
い
う
。

　
吉
野
山
に
は
由
緒
あ
る
多
く
の
寺
院

が
所
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
威
容

を
誇
る
の
が
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
（
国
宝
）

で
あ
る
。
自
然
木
を
用
い
た
豪
壮
な
建

物
内
の
巨
大
な
厨
子
に
３
体
の
秘
仏
金

剛
蔵
王
権
現
像
（
約
７
ｍ
）
を
ま
つ
る
。

髪
を
逆
立
て
目
を
吊
り
上
げ
、
口
を
大

き
く
開
く
怒
り
の
相
で
、
片
足
を
高
く

上
げ
、
燃
え
盛
る
火
焔
を
負
う
。
寺
伝

に
よ
る
と
中
尊
が
釈
迦
如
来
、
向
か
っ

易
な
道
筋
で
は
な
い
。
道
の
要
所
に
は

拝
所
や
行
場
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
靡
き
」

と
称
し
そ
の
数
75
を
数
え
る
。

　
貴
顕
の
参
拝
者
の
中
で
、
寛
弘
4
年

（
１
０
０
７
）
に
入
峯
し
た
藤
原
道
長
は
、

山
上
の
大
峯
山
寺
本
堂
付
近
に
経
塚
を

造
営
。
未
来
仏
で
あ
る
弥
勒
が
現
世
に

来
臨
す
る
56
億
７
千
万
年
ま
で
の
間
、

釈
迦
が
説
い
た
経
典
を
地
中
に
埋
納
し
、

弥
勒
仏
下
生
の
折
は
、
自
ら
も
浄
土
よ

り
参
じ
て
法
会
に
臨
む
こ
と
を
誓
っ
た
。

こ
の
道
長
に
よ
る
経
塚
造
営
を
端
緒
と

し
て
、
山
上
蔵
王
堂
周
辺
の
経
塚
に
は

経
典
を
は
じ
め
多
く
品
々
が
埋
納
さ
れ
、

江
戸
時
代
以
降
に
出
土
し
た
遺
物
は
今

日
で
も
重
要
な
考
古
資
料
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
１
９
８
３
年
か
ら
１
９
８
６

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
山
上
の
大
峯

山
寺
本
堂
解
体
修
理
工
事
に
伴
う
発
掘

調
査
で
は
、
金
造
の
阿
弥
陀
如
来
像
と

菩
薩
像
な
ど
（
い
ず
れ
も
像
高
約
３
㎝
）

が
出
土
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
満
開
の
桜
に
は
じ
ま
る
吉
野
・
大
峯
の

景
観
を
、
日
本
の
原
風
景
の
ひ
と
つ
と
し

て
長
く
守
り
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
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こ
と
に
由
来
す
る
。
修

験
道
の
開
祖
役
小
角
（
役
行
者
）
が
金

峯
山
で
厳
し
い
修
行
を
し
た
す
え
に
、

金
剛
蔵
王
権
現
を
祈
り
出
し
、
そ
の
尊

い
姿
を
み
ず
か
ら
桜
の
木
に
彫
り
出
し

た
と
い
う
故
事
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
の
伝
承
を
う
け
て
、
こ
の
山
で
修

行
す
る
修
験
者
（
山
伏
）
は
、
や
が
て

神
木
で
あ
る
桜
材
に
蔵
王
権
現
を
刻
み

奉
っ
て
祈
る
こ
と
を
常
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
桜
の
苗
を
寄
進
・
植

樹
す
る
こ
と
こ
そ
が
権
現
へ
の
最
高
の

供
養
で
あ
り
、
桜
の
一
枝
を
折
る
こ
と

は
、
指
一
本
落
と
す
こ
と
と
同
義
と
心

得
、
た
と
え
枯
れ
木
と
い
え
ど
も
桜
樹

で
あ
れ
ば
薪
に
す
る
こ
と
さ
え
慎
し
ん

だ
と
い
う
。

　
吉
野
山
に
は
由
緒
あ
る
多
く
の
寺
院

が
所
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
威
容

を
誇
る
の
が
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
（
国
宝
）

で
あ
る
。
自
然
木
を
用
い
た
豪
壮
な
建

物
内
の
巨
大
な
厨
子
に
３
体
の
秘
仏
金

剛
蔵
王
権
現
像
（
約
７
ｍ
）
を
ま
つ
る
。

髪
を
逆
立
て
目
を
吊
り
上
げ
、
口
を
大

き
く
開
く
怒
り
の
相
で
、
片
足
を
高
く

上
げ
、
燃
え
盛
る
火
焔
を
負
う
。
寺
伝

に
よ
る
と
中
尊
が
釈
迦
如
来
、
向
か
っ

易
な
道
筋
で
は
な
い
。
道
の
要
所
に
は

拝
所
や
行
場
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
靡
き
」

と
称
し
そ
の
数
75
を
数
え
る
。

　
貴
顕
の
参
拝
者
の
中
で
、
寛
弘
4
年

（
１
０
０
７
）
に
入
峯
し
た
藤
原
道
長
は
、

山
上
の
大
峯
山
寺
本
堂
付
近
に
経
塚
を

造
営
。
未
来
仏
で
あ
る
弥
勒
が
現
世
に

来
臨
す
る
56
億
７
千
万
年
ま
で
の
間
、

釈
迦
が
説
い
た
経
典
を
地
中
に
埋
納
し
、

弥
勒
仏
下
生
の
折
は
、
自
ら
も
浄
土
よ

り
参
じ
て
法
会
に
臨
む
こ
と
を
誓
っ
た
。

こ
の
道
長
に
よ
る
経
塚
造
営
を
端
緒
と

し
て
、
山
上
蔵
王
堂
周
辺
の
経
塚
に
は

経
典
を
は
じ
め
多
く
品
々
が
埋
納
さ
れ
、

江
戸
時
代
以
降
に
出
土
し
た
遺
物
は
今

日
で
も
重
要
な
考
古
資
料
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
１
９
８
３
年
か
ら
１
９
８
６

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
山
上
の
大
峯

山
寺
本
堂
解
体
修
理
工
事
に
伴
う
発
掘

調
査
で
は
、
金
造
の
阿
弥
陀
如
来
像
と

菩
薩
像
な
ど
（
い
ず
れ
も
像
高
約
３
㎝
）

が
出
土
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
満
開
の
桜
に
は
じ
ま
る
吉
野
・
大
峯
の

景
観
を
、
日
本
の
原
風
景
の
ひ
と
つ
と
し

て
長
く
守
り
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
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